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二
月
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平
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生
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郎

衆
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長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
武
正
�
一
君
提
出
公
益
法
人
に
お
け
る
旧
主
務
官
庁
出
身
理
事
数
の
見
直
し
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答

弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
武
正
�
一
君
提
出
公
益
法
人
に
お
け
る
旧
主
務
官
庁
出
身
理
事
数
の
見
直
し
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答

弁
書

一
か
ら
四
ま
で
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
お
尋
ね
の
よ
う
な
会
議
は
開
催
し
て
い
な
い
が
、
改
め
て
政
府
部
内
に
お
い
て
検
討
し
た
結
果
、
公
益

法
人
の
理
事
の
構
成
は
、
基
本
的
に
は
当
該
法
人
が
そ
の
業
務
に
応
じ
て
自
ら
決
定
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
、
理
事
の
権

限
は
、
常
勤
と
非
常
勤
で
法
令
上
差
が
な
く
、
ま
た
、
実
態
上
も
法
人
ご
と
に
区
々
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
公
益
法
人
の
設

立
許
可
及
び
指
導
監
督
基
準
」
（
平
成
八
年
九
月
二
十
日
閣
議
決
定
。
以
下
「
指
導
監
督
基
準
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、

常
勤
理
事
の
う
ち
所
管
官
庁
出
身
者
の
割
合
を
三
分
の
一
以
下
と
す
る
基
準
を
設
け
る
こ
と
は
困
難
と
の
結
論
に
達
し
た
。

五
に
つ
い
て

指
導
監
督
基
準
及
び
「
公
益
法
人
の
設
立
許
可
及
び
指
導
監
督
基
準
の
運
用
指
針
」
（
平
成
八
年
十
二
月
十
九
日
公
益
法

人
等
の
指
導
監
督
等
に
関
す
る
関
係
閣
僚
会
議
幹
事
会
申
合
せ
）
に
つ
い
て
は
、
公
益
社
団
法
人
及
び
公
益
財
団
法
人
並
び

に
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
適
用
さ
れ
な
い
。

六
及
び
八
に
つ
い
て

一



新
た
な
公
益
法
人
制
度
に
お
い
て
は
、
法
人
格
の
取
得
と
公
益
性
の
判
断
を
分
離
し
、
法
人
格
の
取
得
に
つ
い
て
は
、
一

般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
四
十
八
号
）
に
お
い
て
準
則
主
義
に
よ
り
簡
便
に

取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
を
創
設
し
た
上
で
、
公
益
認
定
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
公
益
社
団
法
人
及
び
公
益
財
団
法
人

の
認
定
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
四
十
九
号
。
以
下
「
公
益
法
人
認
定
法
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
明
確
に

規
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
法
人
の
公
益
認
定
及
び
当
該
認
定
を
受
け
た
法
人
に
対
す
る
監
督
に
つ
い
て
は
、
公
益
法
人
認
定

法
に
よ
り
、
民
間
有
識
者
か
ら
な
る
合
議
制
機
関
の
判
断
に
基
づ
き
、
内
閣
総
理
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
が
一
元
的
に
行

う
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
新
た
な
公
益
法
人
制
度
に
お
い
て
は
、
法
人
の
設
立
及
び
監
督
の
在
り
方
に
つ
い
て

抜
本
的
に
改
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
御
指
摘
の
よ
う
な
措
置
を
講
じ
る
考
え
は
な
い
。

七
に
つ
い
て

公
益
法
人
認
定
法
第
五
条
第
十
一
号
に
該
当
す
る
者
に
は
、
国
の
機
関
の
職
員
は
含
ま
れ
る
が
、
国
の
機
関
を
退
職
し
た

者
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

九
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
公
益
性
の
阻
害
要
因
」
の
意
味
が
必
ず
し
も
定
か
で
は
な
い
が
、
御
指
摘
の
よ
う
な
観
点
に
つ
い
て
は
、
公

二



益
法
人
認
定
法
に
規
定
す
る
公
益
認
定
の
基
準
に
定
め
ら
れ
て
い
な
い
。

三


